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(57)【要約】
【課題】塗布具の把持部への化粧料の付着を防止しつつ
、使用を容易とし且つ塗布を始めるまでの時間を短縮す
る。
【解決手段】容器本体１の開口端を形成する周縁部１ａ
に、切欠状の進入部１ｆを設け、この進入部１ｆに塗布
具２０の接続部２０ｆが進入し蓋体２を閉じた状態で、
化粧料容器１０内に塗布体２０ａを収容すると共に把持
部２０ｂが化粧料容器１０外に位置する構成とする。ま
た、切欠状の進入部１ｆに進入した接続部２０ｆを、蓋
体２を閉じた状態で、当該進入部１ｆ及び蓋体２により
保持させることで、蓋体２を開ければ、接続部２０ｆの
保持を解除でき、このように蓋体２の閉開動作により、
塗布具２０の保持／解除ができるようにすることによっ
て、塗布具２０の使用に際して、蓋体の開閉を１箇所で
済ませられると共に、蓋体２を開けたら塗布具２０を直
ぐに使用できるようにする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に化粧料を収容した容器本体の開口端を蓋体により開閉可能とする化粧料容器と、
前端の塗布体の後方に把持部が接続部を介して接続された塗布具と、を備えた塗布具付き
化粧料容器において、
　前記容器本体は、前記開口端を形成する周縁部に、前記接続部が進入する切欠状の進入
部を有し、
　前記接続部が前記進入部に進入し前記蓋体が閉じられ化粧料容器内に前記塗布体が収容
されると共に前記把持部が化粧料容器外に位置した状態で、前記接続部が前記進入部及び
前記蓋体により保持されることを特徴とする塗布具付き化粧料容器。
【請求項２】
　前記進入部に進入している前記接続部は、前記進入部と前記蓋体との間に挟み込まれて
保持されることを特徴とする請求項１記載の塗布具付き化粧料容器。
【請求項３】
　前記進入部は、両端部に、当該進入部に進入した前記接続部の離脱を防止するための係
止部を備えることを特徴とする請求項1又は２記載の塗布具付き化粧料容器。
【請求項４】
　前記接続部は断面円形であり、
　前記進入部は、半円より大きい円弧の優弧面に構成され、当該優弧面の両端部が、前記
係止部を構成することを特徴とする請求項３記載の塗布具付き化粧料容器。
【請求項５】
　前記接続部は、軸線方向両側の部分によりくびれ状を成すくびれ状部とされ、
　前記進入部に前記くびれ状部が進入していることを特徴とする請求項１～４の何れか一
項に記載の塗布具付き化粧料容器。
【請求項６】
　前記蓋体は、当該蓋体を閉じた状態で下側が開放される凹形状に構成されていることを
特徴とする請求項１～５の何れか一項に記載の塗布具付き化粧料容器。
【請求項７】
　前記化粧料は、固形化粧料であることを特徴とする請求項１～６の何れか一項に記載の
塗布具付き化粧料容器。
【請求項８】
　前記蓋体を閉じた状態で、前記塗布具は回転可能であると共に、前記塗布体が前記化粧
料に接触することを特徴とする請求項１～７の何れか一項に記載の塗布具付き化粧料容器
。
【請求項９】
　前記進入部は、当該進入部に対する前記接続部の進入方向／離脱方向に移動可能とされ
、
　前記進入部を前記離脱方向に付勢する付勢手段を有することを特徴とする請求項１～８
の何れか一項に記載の塗布具付き化粧料容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、塗布具付き化粧料容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、化粧料と一緒に塗布具も収容可能な化粧料容器が広く知られているが、容器内で
化粧料が塗布具の把持部にも付着してしまうという問題があった。
【０００３】
　そこで、このような問題を解決する化粧料容器が、以下の特許文献１に記載されている
。この特許文献１に記載のものは、筒状体の一方端を閉じた形状に構成され、蓋体（蓋）
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により開閉される口部が外周上部に設けられた容器胴を備え、容器胴内に、口部に臨むよ
うに、化粧料を充填した化粧料充填皿が配置される。この容器胴に対しては、容器胴の他
方端の開口縁に脱着可能に嵌着されて容器胴の他方端の開口の蓋体も兼用し、把持する部
分（把持部）が容器胴外に位置するつまみ部と、つまみ部から突出して先端にブラシを保
持し容器胴内に収容されるブラシ保持筒と、を備えたブラシ保持体が付設され、これらの
容器胴及び塗布具であるブラシ保持体により、塗布具付き化粧料容器が構成される。この
ような塗布具付き化粧料容器によれば、塗布具を構成するつまみ部が蓋体となり把持部が
容器胴外に位置しているため、把持部に化粧料が付着することはない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実公昭６１－２０９８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の塗布具付き化粧料容器にあっては、容器胴の口部を
開閉する蓋体以外に、塗布具を構成するつまみ部が、容器胴の他方端の開口を開閉する蓋
体としても機能し、塗布具の使用に際して、蓋体の開閉を２箇所で行う必要があるため、
使用が面倒であると共に、塗布を始めるまでに時間がかかるといった問題がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、塗布具の把持部に対する化粧料の付着を防止しつつ、使用が容易で
あり、且つ、塗布を始めるまでの時間を短縮できる塗布具付き化粧料容器を提供すること
を目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明による化粧料容器は、内部に化粧料を収容した容器本体の開口端を蓋体により開
閉可能とする化粧料容器と、前端の塗布体の後方に把持部が接続部を介して接続された塗
布具と、を備えた塗布具付き化粧料容器において、容器本体は、開口端を形成する周縁部
に、接続部が進入する切欠状の進入部を有し、接続部が進入部に進入し蓋体が閉じられ化
粧料容器内に塗布体が収容されると共に把持部が化粧料容器外に位置した状態で、接続部
が進入部及び蓋体により保持されることを特徴としている。
【０００８】
　このような化粧料容器によれば、容器本体の開口端を形成する周縁部に、切欠状の進入
部が設けられ、この進入部に塗布具の接続部が進入し、蓋体を閉じた状態で、化粧料容器
内に塗布体が収容されると共に把持部が化粧料容器外に位置するため、把持部に対する化
粧料の付着を防止できる。また、切欠状の進入部に進入した接続部が、蓋体を閉じた状態
で、当該進入部及び蓋体により保持されるため、蓋体を開ければ、接続部の保持を解除で
きる。このように、蓋体の閉開動作を行うことにより、塗布具の保持／解除がなされるた
め、塗布具の使用に際して蓋体の開閉は１箇所で済み使用が容易であると共に、蓋体を開
けたら塗布具を直ぐに使用でき塗布を始めるまでの時間を短縮できる。
【０００９】
　ここで、進入部に進入している接続部は、進入部と蓋体との間に挟み込まれて保持され
るのが好ましい。このような構成を採用した場合、進入部と蓋体の両方により接続部が挟
み込まれるため、確実に保持できる。
【００１０】
　また、進入部は、両端部に、当該進入部に進入した接続部の離脱を防止するための係止
部を備えていると、蓋体を開けた状態でも、進入部の両端部により、接続部のガタツキを
抑制できると共に、不用意に進入部から接続部が離脱することを抑制できる。
【００１１】
　ここで、上記作用を好適に奏する構成としては、具体的には、接続部は断面円形であり
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、進入部は、半円より大きい円弧の優弧面に構成され、当該優弧面の両端部が、係止部を
構成することが挙げられる。
【００１２】
　また、接続部は、軸線方向両側の部分によりくびれ状を成すくびれ状部とされ、進入部
にくびれ状部が進入していると、くびれ状部の軸線方向両側の部分が進入部を軸線方向か
ら挟むため、塗布具の軸線方向のガタツキを防止できる。
【００１３】
　また、蓋体は、当該蓋体を閉じた状態で下側が開放される凹形状に構成されていると、
容器本体と蓋体により形成される内部空間が大きくされ、嵩が大きい例えばパフや梵天等
の塗布体を収容できる。
【００１４】
　また、化粧料としては種々のものを採用できるが、固形化粧料とするのが好適である。
【００１５】
　また、蓋体を閉じた状態で、塗布具は回転可能であると共に、塗布体が化粧料に接触す
る構成であると、蓋体を閉じたままで、塗布具を回転させながら塗布体に化粧料を付着さ
せることができ、開蓋後、塗布を始めるまでの時間を一層短縮できる。
【００１６】
　また、進入部は、当該進入部に対する接続部の進入方向／離脱方向に移動可能とされ、
進入部を離脱方向に付勢する付勢手段を有しているのが好ましい。このような構成を採用
した場合、化粧料が減ってきた場合には、蓋体を閉じたままで、化粧料容器外に位置して
いる把持部を、手で把持し付勢手段の付勢に抗して押し下げることにより、接続部及び進
入部を押し下げると共に塗布体を押し下げ、減っている化粧料を塗布体に付着させること
ができる。そして、把持部から手を離すと、付勢手段に付勢されて進入部及び接続部が押
し上げられ、塗布具を元に位置に復帰させることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　このように本発明によれば、塗布具の把持部に対する化粧料の付着を防止しつつ、使用
が容易であり、且つ、塗布を始めるまでの時間を短縮できる塗布具付き化粧料容器を提供
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態に係る塗布具付き化粧料容器を示す斜視図であり、蓋体を
閉じた状態を示す斜視図である。
【図２】図１の状態から蓋体を開けた状態を示す斜視図である。
【図３】図１の平面図である。
【図４】図１の正面図である。
【図５】図３のV-V矢視図である。
【図６】図４のVI-VI矢視図である。
【図７】図２の状態から塗布具を取り外した状態を示す平面図である。
【図８】図７の右側面図であり、容器本体を示す図である。
【図９】図８の状態から蓋体を閉じた状態を示す図である。
【図１０】塗布具を示す平面図である。
【図１１】本発明の第２実施形態に係る塗布具付き化粧料容器を示す平面図であり、蓋体
を開け塗布具を取り外した状態を示す平面図である。
【図１２】図１１中の容器本体の右側面図である。
【図１３】図１１のXIII-XIII矢視図である。
【図１４】進入部を押し下げた状態を示す図であり、図１２に対応する図である。
【図１５】進入部を押し下げた状態を示す図であり、図１３に対応する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
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　以下、本発明による塗布具付き化粧料容器の好適な実施形態について図１～図１５を参
照しながら説明する。図１～図１０は、本発明の第１実施形態を、図１１～図１５は、本
発明の第２実施形態を各々示すものであり、各図において、同一の要素には同一の符号を
付し、重複する説明は省略する。
【００２０】
　先ず、図１～図１０に示す第１実施形態を説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の第１実施形態に係る塗布具付き化粧料容器を示し蓋体を閉じた斜視図
、図２は、蓋体を開けた斜視図、図３は、図１の平面図、図４は、図１の正面図、図５は
、図３のV-V矢視図、図６は、図４のVI-VI矢視図、図７は、図２から塗布具を取り外した
平面図、図８は、図７中の容器本体の右側面図、図９は、図８から蓋体を閉じた図、図１
０は、塗布具を示す平面図である。
【００２２】
　図１及び図２に示すように、塗布具付き化粧料容器１００は、化粧料容器１０と、化粧
料容器１０に付設された塗布具２０と、を具備する。
【００２３】
　化粧料容器１０は、化粧料Ｍ（図５～図７参照）を収容する容器本体１と、容器本体１
を開閉可能に覆う蓋体２と、備え、これらの容器本体１及び蓋体２は各々、略立方体形状
で内部が空洞とされると共に一端が開口された凹形状の箱形を呈し、各々の開口端を形成
するそれぞれの周縁部１ａ，２ａ同士が合わさることにより、蓋体２が閉じられている。
これら容器本体１及び蓋体２の凹形状の大きさは、塗布具２０の後述の塗布体２０ａを収
容可能な大きさに設定されている。そして、図６に示すように、容器本体１及び蓋体２の
背面（図示左側）には、容器本体１と蓋体２とを結合するヒンジ３が設けられ、蓋体２は
ヒンジ３を回動軸心として開閉可能とされる。
【００２４】
　容器本体１は、図５～図７に示すように、その底部に、化粧料Ｍが充填された中皿４を
収容するように備える。化粧料Ｍは、ここでは、特に好ましいとして固形化粧料、より具
体的には、粉体化粧料をプレスにより固めた固形化粧料としているが、例えばクリーム状
の化粧料等とすることもできる。
【００２５】
　図１、図２、図４及び図６に示すように、容器本体１の前面（図２の手前側、図６の右
側）の略中央には、蓋体２を容易に開けるべく指を進入させるための凹部１ｂが上方に開
放されるように設けられ、凹部１ｂを形成する前面の上部には、蓋体２を閉じたときに当
該蓋体２を係脱可能に係止するための凸状の係止部１ｃが設けられる。
【００２６】
　また、容器本体１の右側の開口端周縁部１ａの略中央は、図５及び図７に示すように、
内側に張り出し厚肉に形成され、この開口端周縁部１ａの厚肉部１ｄに、図２、図５及び
図７～図９に示すように、上方に開放されると共に内外を連通する切欠状の進入部１ｆが
設けられる。この進入部１ｆは、塗布具２０の後述の接続部２０ｆを進入させるためのも
のであり、ここでは、図８及び図９に示すように、半円より大きい円弧の優弧面に構成さ
れる。そして、当該優弧面は、図７に示すように、接続部２０ｆの外周面に合うように、
外側から内側に行くに従い拡径するテーパ面に構成される。
【００２７】
　蓋体２は、図２、図５及び図７に示すように、容器本体１と同様に、その右側の開口端
周縁部２ａの略中央が、内側に厚肉に張り出し、この開口端周縁部２ａの厚肉部２ｄに、
図２、図５、図７及び図９に示すように、下方に開放されると共に内外を連通する切欠状
の進入部２ｆが設けられる。この進入部２ｆは、塗布具２０の接続部２０ｆを進入させる
ためのものであり、ここでは、図９に示すように、容器本体１の優弧面に繋がる劣弧面に
構成される。そして、当該劣弧面は、図７に示すように、容器本体１の優弧面と同様に、
接続部２０ｆの外周面に合うように、外側から内側に行くに従い拡径するテーパ面に構成
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される。
【００２８】
　また、蓋体２は、図２、図６及び図７に示すように、前面の略中央の下部内側に、下方
に突出し容器本体１の凹部１ｂに上方から進入可能な突出部２ｂを備え、この突出部２ｂ
の内面に、容器本体１の凸状の係止部１ｃに係脱可能に係止される係止部２ｃが、内方へ
突出するように設けられる。従って、蓋体２を閉じると、係止部１ｃ，２ｃ同士が係止さ
れた状態となる。
【００２９】
　塗布具２０は、図１０に示すように、前端に塗布体２０ａを備える共に、当該塗布体２
０ａの後方に把持部２０ｂを備え、これらの塗布体２０ａと把持部２０ｂとを連結部２０
ｃで連結して成る。
【００３０】
　塗布体２０ａは、容器本体１の化粧料Ｍを付けて塗布するためのものであり、ここでは
、特に好ましいとして、球状のパフとされているが、梵天、ブラシ、チップ等に代えるこ
ともできる。
【００３１】
　把持部２０ｂは、先端側が小径で後端側が大径となる略截頭円錐台形状を呈し、手で把
持しやすい大きさに構成される。
【００３２】
　連結部２０ｃは、図５及び図１０に示すように、先端側に塗布体２０ａを保持するため
の保持部２０ｇを備える。保持部２０ｇは、塗布体２０ａに差し込まれた棒状の先端部２
０ｄと、この先端部２０ｄに連設され、塗布体２０ａの球面に当接する湾曲面を有する湾
曲部２０ｅと、を有する。また、連結部２０ｃは、保持部２０ｇと把持部２０ｂとを接続
する接続部２０ｆを備える。接続部２０ｆは、湾曲部２０ｅ及び把持部２０ｂより小径の
くびれ状を成すくびれ状部に構成される。この接続部２０ｆは、蓋体２を閉じた状態で、
容器本体１の進入部１ｆの優弧面と蓋体２の進入部２ｆの劣弧面との間に配置される部分
であり、断面円形を成すと共に、後端から先端に行くに従い拡径し、容器本体１の進入部
１ｆの優弧面及び蓋体２の進入部２ｆの劣弧面により形成される断面円形のテーパ面に対
応する（合う）テーパ面に構成される。従って、塗布具２０の接続部２０ｆは、容器本体
１の進入部１ｆの優弧面と蓋体２の進入部２ｆの劣弧面との間で回転可能とされる。
【００３３】
　このような構成を有する塗布具付き化粧料容器１００において、図２に示すように、塗
布具２０がセットされ、蓋体２が閉じられ、図６に示すように、蓋体２の係止部２ｃと容
器本体１の係止部１ｃとが上下方向に係止した状態では、化粧料容器１０内、すなわち、
容器本体１と蓋体２との間に、塗布具２０の塗布体２０ａが収容されると共に、図３及び
図４に示すように、塗布具２０の把持部２０ｂが化粧料容器１０外に位置している。
【００３４】
　この状態で、図５に示すように、塗布具２０は、その接続部２０ｆが、容器本体１の進
入部１ｆの優弧面と蓋体２の進入部２ｆの劣弧面との間に進入し（優弧面及び劣弧面に関
しては図９参照）、容器本体１の進入部１ｆと蓋体２の進入部２ｆとの間に挟み込まれる
ようにして回転可能に保持される。また、この状態で、塗布具２０のくびれ状を成す接続
部２０ｆの軸線方向両側の部分である塗布具２０の湾曲部２０ｅと把持部２０ｂとが、容
器本体１の進入部１ｆ及び蓋体２の進入部２ｆを軸線方向に挟んだ状態にある。ここで、
化粧料Ｍの使い始めの時期にあっては、塗布体２０ａと化粧料Ｍとは接触した状態にある
。
【００３５】
　使用者が使用する場合で上述した化粧料Ｍの使い始めの時期にあっては、塗布体２０ａ
と化粧料Ｍとが接触しているため、蓋体２を閉じたままで、化粧料容器１０外に位置して
いる把持部２０ｂを把持し塗布具２０を回転させることにより、塗布体２０ａの全周（全
体）に化粧料Ｍを付着させることができる。
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【００３６】
　次いで、使用者は、容器本体１の凹部１ｂに指を進入させ（図１及び図４参照）、蓋体
２の開口端周縁部２ａ又は突出部２ｂ（図４及び図６参照）に指を下から当てて上方へ押
し上げる。すると、係止部１ｃ，２ｃ同士の係止が解除され、ヒンジ３を回動軸心として
蓋体２を上方に回動させることにより、蓋体２を容易に開けることができる（図２参照）
。
【００３７】
　このようにして蓋体２を開けたら、使用者は、塗布具２０の把持部２０ｂを把持し、所
望の被塗布部に対して塗布体２０ａを当て、塗布体２０ａに付着した化粧料Ｍを塗布する
。ここで、化粧料Ｍを消費し、蓋体２を閉じた状態で塗布具２０の塗布体２０ａと化粧料
Ｍとが接触していない場合には、使用者は、蓋体２を開け、塗布具２０の把持部２０ｂを
把持しながら、塗布体２０ａに化粧料Ｍを適宜付着させることになる。
【００３８】
　そして、塗布が終了したら、使用者は、塗布具２０を容器本体１にセットする。このと
き、使用者は、塗布具２０の塗布体２０ａが容器本体１内に進入するようにして、塗布具
２０の接続部２０ｆを、容器本体１の進入部１ｆの優弧面に上方から進入させると共に、
塗布具２０の湾曲部２０ｅと把持部２０ｂとが、容器本体１の進入部１ｆを軸線方向から
挟むようにセットする。
【００３９】
　次いで、使用者は、蓋体２を持ちヒンジ３を回動軸心として回動させて蓋体２を閉じ、
蓋体２の係止部２ｃを容器本体１の係止部１ｃに係止させ（図６参照）、蓋体２を容器本
体１に装着する。
【００４０】
　このように、本実施形態においては、容器本体１の開口端周縁部１ａに、切欠状の進入
部１ｆが設けられ、この進入部１ｆに塗布具２０の接続部２０ｆが進入し、蓋体２を閉じ
た状態で、化粧料容器１０内に塗布具２０の塗布体２０ａが収容されると共に把持部２０
ｂが化粧料容器１０外に位置するため、把持部２０ｂに対する化粧料Ｍの付着を防止でき
る。また、容器本体１の切欠状の進入部１ｆに進入した塗布具２０の接続部２０ｆが、蓋
体２を閉じた状態で、容器本体１の進入部１ｆ及び蓋体２により保持され、蓋体２を開け
れば、接続部２０ｆの保持を解除でき、このように、蓋体２の閉開動作を行うことにより
、塗布具２０の保持／解除がなされるため、塗布具２０の使用に際して蓋体の開閉は１箇
所で済み使用が容易であると共に、蓋体２を開けたら塗布具２０を直ぐに使用でき塗布を
始めるまでの時間を短縮できる。
【００４１】
　また、塗布具２０の接続部２０ｆは、容器本体１の進入部１ｆと蓋体２との間に挟み込
まれて保持されているため、確実に保持できる。
【００４２】
　また、塗布具２０の接続部２０ｆは断面円形であり、容器本体１の進入部１ｆは、半円
より大きい円弧の優弧面に構成されているため、この優弧面の両端部１ｇ，１ｇ（図８参
照）が係止部となり、蓋体２を開けた状態でも、当該優弧面の両端部１ｇ，１ｇにより、
塗布具２０の接続部２０ｆのガタツキを抑制できると共に、不用意に容器本体１の進入部
１ｆから塗布具２０の接続部２０ｆが離脱することを抑制できる。
【００４３】
　また、塗布具２０の接続部２０ｆは、軸線方向両側の部分である湾曲部２０ｅ及び把持
部２０ｂによりくびれ状を成すくびれ状部とされ、容器本体１の進入部１ｆにくびれ状を
成す塗布具２０の接続部２０ｆが進入しているため、塗布具２０の湾曲部２０ｅと把持部
２０ｂとが容器本体１の進入部１ｆを軸線方向から挟むことになり、塗布具２０の軸線方
向のガタツキを防止できる。
【００４４】
　また、蓋体２は、当該蓋体２を閉じた状態で下側が開放される凹形状に構成されている
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ため、容器本体１と蓋体２により形成される内部空間が大きくされ、嵩が大きい塗布体２
０ａ（ここではパフ）を収容できる。
【００４５】
　また、蓋体２を閉じた状態で、塗布具２０は回転可能であると共に、初期において塗布
体２０ａが化粧料Ｍに接触するため、蓋体２を閉じたままで、塗布具２０を回転させなが
ら塗布体２０ａに化粧料Ｍを付着させることができ、開蓋後、塗布を始めるまでの時間を
一層短縮できる。
【００４６】
　図１１は、本発明の第２実施形態に係る塗布具付き化粧料容器を示す平面図であり、蓋
体を開け塗布具を取り外した状態を示す平面図、図１２は、図１１中の容器本体の右側面
図、図１３は、図１１のXIII-XIII矢視図、図１４は、進入部を押し下げた状態を示す図
であり、図１２に対応する図、図１５は、進入部を押し下げた状態を示す図であり、図１
３に対応する図である。
【００４７】
　この第２実施形態の塗布具付き化粧料容器が第１実施形態の塗布具付き化粧料容器と違
う点は、化粧料Ｍの減り具合に塗布具２０が追従できるように、容器本体１の進入部１ｆ
を移動可能とした点である。
【００４８】
　具体的には、図１１～図１３に示すように、進入部１ｆを有するブロック体１ｈが分け
られ、図１２及び図１３に示すように、ブロック体１ｈは、第１実施形態と同様な優弧面
を上部に有する半円筒状部１ｉと、半円筒状部１ｉの軸線方向（図１３の左右方向）略中
央部に設けられ、下方に直方体状に突出する突出部１ｊと、を有する。
【００４９】
　容器本体１においてブロック体１ｈ（半円筒状部１ｉ及び突出部１ｊ）の下方には、空
間Ｓが設けられ、この空間Ｓにより、ブロック体１ｈが、進入部１ｆに対する接続部２０
ｆの進入方向／離脱方向（図１２の上下方向；以下単に上下方向と呼ぶ）に移動可能とさ
れる。空間Ｓは、具体的には、半円筒状部１ｉが上方から進入し当該半円筒状部１ｉの上
下方向の移動をガイドするＵ溝１ｋと、突出部１ｊが上方から進入し当該突出部１ｊの上
下方向の移動をガイドする凹部１ｍと、により形成される。そして、凹部１ｍの底面とブ
ロック体１ｈの突出部１ｊとの間には、図１３に示すように、ブロック体１ｈを上方に付
勢する付勢手段としてのコイルバネ５が介装される。
【００５０】
　このような構成を有する第２実施形態によれば、容器本体１の進入部１ｆが、上下方向
に移動可能とされると共に、進入部１ｆを上方に付勢するコイルバネ５を有しているため
、化粧料Ｍが消費されその量が減ってきた場合には、蓋体２を閉じたままで、化粧料容器
１０外に位置している把持部２０ｂを手で把持しコイルバネ５の付勢力に抗して押し下げ
ることにより、塗布具２０の接続部２０ｆ及び容器本体１の進入部１ｆを押し下げる（図
１４及び図１５参照）と共に塗布体２０ａを押し下げ、塗布体２０ａに、減っている化粧
料Ｍを付着させることができる。
【００５１】
　そして、塗布具２０の把持部２０ｂから手を離すと、コイルバネ５に付勢されて容器本
体１の進入部１ｆ及び塗布具２０の接続部２０ｆが押し上げられ、化粧料Ｍが付着した塗
布体２０ａを有する塗布具２０を、元に位置に復帰させることができる。以降の動作は第
１実施形態と同様である。
【００５２】
　なお、進入部１ｆの上下方向への移動に際しては、空間Ｓを形成するＵ溝１ｋ及び凹部
１ｍにより、進入部１ｆを有するブロック体１ｈがガイドされるため、進入部１ｆを有す
るブロック体１ｈは円滑且つ安定して移動できる。因みに、図１４及び図１５においては
、化粧料Ｍが最大に消費された状態で、進入部１ｆを有するブロック体１ｈを最大に下げ
た状態を示しているが、化粧料Ｍが途中まで消費された状態では、ブロック体１ｈは、図
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【００５３】
　以上、本発明をその実施形態に基づき具体的に説明したが、本発明は上記実施形態に限
定されるものではなく、例えば、上記実施形態においては、化粧料容器１０の内部空間を
大きくできるとして、容器本体１及び蓋体２を箱状としているが、皿状としても良く、半
球状等であっても良い。因みに、容器本体１は、断面四角形の箱状の方が、断面円形の半
球状よりも化粧料Ｍの収容量を多くすることができる。
【００５４】
　また、上記実施形態においては、蓋体２による開閉をヒンジ３により行うようにしてい
るが、スライドにより行うようにしても良い。
【００５５】
　また、上記実施形態においては、特に好ましいとして、容器本体１の進入部１ｆが優弧
面に構成されると共に、蓋体２の進入部２ｆが劣弧面に構成されているが、それぞれ半円
弧面に構成されていても良い。また、蓋体の開口端周縁部を切欠のないフラットな面とし
、容器本体の進入部を、上方に開放され塗布具２０の接続部２０ｆが進入可能なＵ溝とし
、蓋体を閉じることで、容器本体の進入部であるＵ溝と蓋体のフラット面との間に、塗布
具２０の接続部２０ｆを保持する構成としても良い。
【００５６】
　また、塗布具２０の接続部２０ｆは断面円形に限定されるものではなく、例えば、断面
楕円形、断面多角形（三角形、四角形、五角形等）、断面半円形、断面しずく形等とし、
容器本体１の進入部１ｆを、接続部の断面形状に合致する断面楕円形、断面多角形（三角
形、四角形、五角形等）、断面半円形、断面しずく形とし、このような形状の進入部に、
同様な形状の接続部を進入させ、開口端周縁部に切欠のないフラットな面を有する蓋体を
閉じることで、上記形状の進入部と蓋体のフラット面との間に、隙間なく接続部を保持さ
せるようにしても良い。特に、塗布具の接続部を断面楕円形とし、容器本体の進入部を、
接続部の断面楕円形と形状が合致しその長軸が上下方向に延びるように配置された断面楕
円形の切欠とした場合には、優弧面の場合と同様に、断面楕円形の上部の両端部を係止部
として、接続部の離脱を抑制できる。なお、この場合には、断面楕円形の切欠の上部の両
端部から、塗布具の長軸が上下方向に延びる接続部を上から押し込むようにして、進入部
に進入させることになる。このような作用は、接続部及び進入部の断面形状をしずく形と
した場合も同様である。
【符号の説明】
【００５７】
　１…容器本体、１ｆ…進入部（くびれ状部）、２…蓋体、５…コイルバネ（付勢手段）
、１０…化粧料容器、２０…塗布具、２０ａ…塗布体、２０ｂ…把持部、２０ｆ…接続部
、１００…塗布具付き化粧料容器、Ｍ…化粧料。
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